
会員70,324名の皆さんの力で社会貢献、
フォトカルチャー倶楽部。

(2014年1月31日現在)
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旅行会社クラブツーリズムとコラボ

フォトナビゲーター募集
遠くのあの人とつながる

Facebook PCC 全国交流グループで
全国の写真好きと交流

撮影に出かけるときの必需品「ロープロ」

 DSLRビデオ ファストパック 250AW
を会員限定プレゼント

桜、出会い、
撮りどき。

春の美しさを感じたままに

写真の楽しさを伝える
フォトインストラクター

認定講座の
受講者募集

愛知、大阪で



1 ＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、撮影地、撮影日

みんなで新しい写真体験を ！
フォトカルチャー倶楽部（PCC）は会員の皆さまのご支援で、さまざまな社会貢献・文化貢献・環境保護貢献をしています

美しい地球を写そう。美しい地球を守ろう。写真で人の絆を深めて、すべての生き物と共生しよう

表紙：「初めまして」
武田洋子さん（愛知県）

背景の桜とあずま屋の壁の明暗差が大きかったので、
女の子とイヌに露出を合わせて撮影しています。イヌ
との出会いを喜ぶ、女の子の無邪気なしぐさを表現し
ました。イヌが壁穴から顔を出し、女の子が挨拶して
いるようなイメージで撮りました。

ソニーα700、タムロンAF28-300mm F3.5-6.3、F16、
1/45秒、長野県中川村、2008.4.12

『フォトコンライフNo.53　春の詩が聞こえる風景』より

会員の皆さんの写真で表紙を飾りませんか？
作品投稿お待ちしています。P１、P６〜７
に掲載する作品も同時募集。（詳しくは→P48）

上の写真：「チューリップといっしょに」
松浦友子さん（兵庫県）

オリンパスPEN Lite E-PL2、ED M40-150mm f4.0-
5.6、F4.5、1/250秒、兵庫県宝塚市、2012.4.21

「365日フォトコンテスト2012春夏」より

フォトカルチャー倶楽部の最新情報は
こちらで確認できます。

フォトライフ四季ホームページ
→ http://www.npopcc.jp/aaa/shiki/
フォトカルチャー倶楽部
Facebookファンページ
→ http://www.facebook.com/npopcc
メルマガも配信中！

自宅の庭で飼いネコがチューリップのそばにたたずむ
瞬間をねらいました。普段は活発に動き回る子なの
で、シャッターチャンスをじっくり待って撮影しまし
た。屋外の逆光だったので、ネコの顔に露出を合わせ
て固定し、同じ設定で何枚も粘り強く撮影しました。



[      ]
写真の力
小池キヨミチ『自然とつながる時』

小池キヨミチさんをもっと知りたい方はこちらのHPをチェック→http://www.usa-japan.com/nature/

上
を
舞
い
始
め
た
。
ま
る
で
生
き
物

の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
動
く
雲

た
ち
が
景
観
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
私
に
話

し
か
け
て
い
る
の
か
と
も
思
え
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
道
路
脇
に
ち
ょ
う
ど
一
台

停
ま
る
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
て
車
を
停

め
、
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
丘
の
斜
面
を

登
っ
た
辺
り
で
こ
の
大
地
の
表
情
に

魅
せ
ら
れ
、
し
ば
ら
く
見
つ
め
て
し
ま

っ
た
。
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
に
は
広
角
レ

ン
ズ
。
円
形
偏
光（
C
︲
Ｐ
L
）
フ
ィ

ル
タ
ー
で
雲
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
と
ら

え
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
何
回
か
切
っ
た
。

一
度
き
り
の
出
会
い
で
あ
る
。
前
後
0.3

の
ブ
ラ
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
計
３
シ
ョ
ッ
ト
、

そ
し
て
同
様
に
縦
構
図
で
も
３
シ
ョ
ッ

ト
撮
影
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

写
真
撮
影
で
は
、
何
を
い
つ
撮
ら

せ
て
も
ら
え
る
か
分
か
ら
な
い
。
撮
影

者
が
放
つ
波
動
と
被
写
体
が
放
つ
波

動
が
呼
び
合
う
の
か
。「
不
思
議
な
偶

然
」
が
必
然
的
に
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
も
思
え
る
こ
と
が
あ
る
。
自
然
は

畏
敬
の
念
を
も
っ
て
訪
れ
る
者
を
決

し
て
手
ぶ
ら
で
は
帰
さ
な
い
。
自
然

と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
中
で
、
私
は

常
に
こ
う
思
い
感
じ
て
い
る
。

アメリカ　ユタ州　
キャピトルリーフ国立公園

「語りかけてくるもの」

1959年静岡県浜松市生まれ。1983年米国永住。2001年同
時多発テロ事件を契機に本格的に写真作家活動を開始。
2004年から各種写真展入賞、後に2006年に前田真三賞風
景写真社主催の最終選考作品（同年の受賞者なし）に選ば
れ高い評価を受ける。その後、プロ写真作家として活動を
始める。2013年5月には日本で6度目の個展を開催。著書に
写真集「大砂丘の声」など他多数。日本写真家協会会員。

小池キヨミチ（こいけ・きよみち）

3 ＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、焦点距離、ISO感度、フィルム、その他

ペンタックスLX、SMC PENTAX-A 20mmf2.8、 F18、1/60 秒、20mm、ISO100、プロビア 100F、C-PL

雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
の
午
後
、
私

は
ア
メ
リ
カ
西
部
ユ
タ
州
に
あ
る
キ
ャ

ピ
ト
ル
リ
ー
フ
国
立
公
園
に
い
た
。
そ

こ
に
は
山
の
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
大
地

の
側
面
に
、
素
晴
ら
し
い
堆
積
岩
の

地
層
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
我
々
の

命
の
ス
パ
ン
か
ら
考
え
る
と
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
歳
月
を
経
て
き
た
大
地

の
年
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
層
が
様
々
な
ミ
ネ
ラ
ル
（
鉱
物
）

独
自
の
色
合
い
を
放
ち
、
光
の
変
化

に
同
調
し
な
が
ら
鮮
や
か
に
視
界
に

広
が
り
、
訪
れ
る
者
を
引
き
寄
せ
る
。

自
然
の
中
に
入
り
込
む
と
無
意
識

に
振
り
向
き
た
く
な
っ
た
り
、
何
気

な
く
見
上
げ
た
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
と
思
う
が
、
一
体
何
が
そ
う

さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

国
立
公
園
に
入
っ
た
と
き
に
は
雲

ひ
と
つ
な
い
青
空
が
広
が
っ
て
い
た
。

園
内
を
走
る
道
の
最
終
地
点
に
あ
る

ト
レ
ー
ル
（
山
道
）
へ
と
つ
な
が
る
駐

車
場
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
奥

ま
で
行
こ
う
と
予
定
し
て
い
た
の
だ
が

す
で
に
満
杯
状
態
で
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
な
く
、
仕
方
な
く
同
じ
道
を
戻
っ

て
き
た
。
そ
の
と
き
に
雲
が
躍
り
出

る
よ
う
に
現
れ
、
青
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の

「
景
色
の
中
の
主
役
た
ち
」
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　　　　　　　　新刊『ナショナル ジオグラフィック プロの撮り方 クローズアップ』（日経ナショナル ジオグラフィック社／本体2,400円+税）発売中！　　　　　　　　新刊『ナショナル ジオグラフィック プロの撮り方 クローズアップ』（日経ナショナル ジオグラフィック社／本体2,400円+税）発売中！5

[      ]
『NATIONAL

GEOGRAPHIC』より

写真の力

表紙写真は『ナショナル ジオグラ
フィック日本版』2014年1月号
http://www.nationalgeogra 
phic.jp

ライトアップされた京都・清水寺
の夜桜。写真家のダイアン・クッ
クとレン・ジェンシェルのふたり
が、4年をかけて世界を回り、月
光の下で幻想的な姿を見せる夜
の庭園を撮影してきた中の一枚
だ。ふたりはナショナル ジオグラ
フィック2013年3月号の特集「月
光がいざなう 夜の庭園散歩」を
担当した。

©2014　DIANE COOK AND LEN JENSHEL/National Geographic Creative

一日で格段にセンスアップ！日経ナショナル ジオグラフィック フォトアカデミーを５月に開催。詳しくは→P30 4



PCC主催の「365日フォトコンテスト」は、応募総数が約10万点を超える全国最大規模の
フォトコンテスト。プロの写真家や専門家が全応募作品を審査しています。コンテストの上位
入賞作品は、本誌や『フォトコンライフ』(双葉社)で随時掲載します。詳しくは→P32

日本一のフォトコンテストは
365日チャンスがあります

「365日フォトコンテスト」ではスマホ写真が応募できるスマホコースがあります。アプリで加工した写真もOK。詳しくは→P32

「365日フォトコンテスト2013春夏」より

「春栄の訪問者」 横田康治さん（高知県）

ヤマガラという鳥は、春の子育ての時期に食欲が増す習性を持っています。この写真は、
手のひらにエサを乗せて、そこに寄ってきたヤマガラを背景に桜を入れて撮影しまし
た。動きが速いためシャッタースピードを上げています。１羽のヤマガラを正面からと
らえ、自然の迫力を表現しました。

キヤノンEOS-1Ds Mark III、EF 8-15mm F4L、F4、1/640秒、高知県仁淀川町、2013.3.30

[      ]
『フォトライフ四季』編集部が選んだ

春を彩る2枚

写真の力
寒い冬の終わりと、

暖かい春の訪れを告げる桜。
日本人の心に深く根付いたピンク色の花が、

出会いと別れの季節を彩る。

7 ＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、撮影地、撮影日、その他

「365日フォトコンテスト2013春夏」より

「桜吹雪」 山崎昌彦さん（大阪府）

娘たちの入園式と入学式の直後に、万博公園で撮影しました。子どもたちの元気な様子と桜を組
み合わせ、楽しい写真に仕上げました。逆光だと顔が暗くなってしまうため、露出補正をプラス
に設定。動きの中の一瞬をとらえるために、シャッタースピードも速くしています。

フジフイルムX-E1、XF18-55mm F2.8-4、F10、1/1400秒、大阪府吹田市、2013.4.5

6



先入観にとらわれず、心のままに撮る
全国７万人の会員、7万通りの写真の撮り方、写真への想いがある。
写真で人生を輝かせている人をピックアップする、「PCCのいぶし銀」。

今回はフォトインストラクター・倉本雅史さんに話をうかがい、
写真を撮り始めたきっかけや、撮影術を語ってもらった。

普通は夜に神楽殿など屋内の照明に照らされ舞う神楽が、安野花まつりでは野外の
専用ステージで舞われます。青空の桜吹雪の下で自然と一体化した神楽に魅せられ
ました。ニコンD3、24-120mm f3.5-5.6D、82mm、F16、1/320秒、-1/3EV、広
島県安芸太田町、2010.4.4

フォトカルチャー倶楽部（PCC）のいぶし銀

れ
は
、
普
段
で
は
出
会
う
こ

と
の
な
い
光
景
だ
っ
た
。

　２
０
１
０
年
４
月
４
日
。
倉
本
雅

史
さ
ん
は
、
自
身
の
主
催
す
る
写
真

教
室
の
撮
影
会
の
た
め
に
訪
れ
た
広

島
県
の「
安
野
花
ま
つ
り
」
で
舞
わ
れ

る
神
楽
を
撮
影
す
る
こ
と
に
し
た
。

　神
楽
は
通
常
、
神
楽
殿
と
呼
ば
れ

る
専
用
の
建
物
や
、
室
内
の
ス
テ
ー

ジ
や
舞
台
な
ど
で
演
じ
ら
れ
る
。
ま

た
、
神
楽
は
本
来
秋
祭
り
の
季
節
に

日
没
か
ら
夜
明
け
に
か
け
て
舞
わ
れ

る
も
の
が
多
い
。
日
中
、
公
民
館
や

ホ
ー
ル
で
舞
わ
れ
る
場
合
は
、
わ
ざ

わ
ざ
外
光
を
遮
り
、
天
井
の
照
明
を

ビーチにおいてあったスニーカー。かかとの？マークを見た
ときに「私はこれからどこへ向かうのだろう？」という思い
が浮かびました。そこでスニーカーにピントを合わせ、浜か
ら海へ向かう若者と水平線をぼかして撮影しました。
ミノルタαー9、AFズーム 24−85、85mm、F5.6、ISO64、
コダックエクタクローム64プロ

消
し
、
ス
テ
ー
ジ
の
み
に
光
を
当
て

て
演
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
当
日
は
日

中
の
野
外
、
し
か
も
大
き
な
桜
の
木

の
下
で
演
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
大

き
な
桜
を
生
か
す
よ
う
に
神
楽
専
用

ス
テ
ー
ジ
は
通
常
よ
り
低
く
つ
く
ら

れ
て
い
た
。

　自
然
光
の
も
と
、
桜
の
大
木
を
背

景
に
舞
わ
れ
る
神
楽
。
初
め
て
体
験

す
る
そ
の
舞
台
は
、
ど
ん
な
も
の
に

な
る
の
か
。
胸
の
高
鳴
り
を
抑
え
つ

つ
そ
の
と
き
を
待
つ
。
そ
し
て
開
演

と
同
時
に
、
倉
本
さ
ん
の
目
に
飛
び

込
ん
で
き
た
の
は
、
何
と
も
新
鮮
な

開
放
感
だ
っ
た
。

「
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、

心
の
ま
ま
に
撮
ろ
う
。
そ

れ
だ
け
を
思
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
」

　引
き
延
ば
し
機
を
自
作

す
る
ほ
ど
写
真
が
好
き
だ

っ
た
祖
父
。
の
ち
に
師
匠

と
な
る
近
所
の
写
真
店
の

跡
継
ぎ
と
の
出
会
い
。
カ

メ
ラ
機
材
を
買
う
た
め
に

色
々
な
ア
ル
バ
イ
ト
も
し

た
。
振
り
返
れ
ば
、
小
学

生
の
と
き
か
ら
、
写
真
が
自
分
の
世

界
を
広
げ
て
く
れ
た
の
だ
と
実
感
す

る
。
16
歳
の
と
き
に
、
自
分
で
撮
影

か
ら
現
像
、
プ
リ
ン
ト
し
た
モ
ノ
ク

ロ
写
真
が
10
枚
ほ
ど
売
れ
た
。
こ
の

と
き
の
感
銘
と
感
激
と
共
に
多
く
の

人
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
写
真
家
を
志

す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
写
真
に
対
し
て
真
摯
に
取
り
組

み
た
い
と
常
に
願
う
。

「
写
真
は
読
み
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
表
面
的
な
も
の
だ
け
で

な
く
、
被
写
体
の
本
質
や
自
分
が
心

に
感
じ
た
よ
う
に
具
現
化
し
て
写
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
観
る
人
の
心
に

物
語
を
呼
び
起
こ
す
も
の
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
撮
影
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
写
真
を
撮
影

す
る
こ
と
は
と
き
に
礼
を
欠
く
行
為

で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
絶
対

に
謙
虚
さ
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　と
、
ま
っ
す
ぐ
な
写
真
へ
の
思
い

を
語
っ
て
く
れ
た
。

今月の
いぶし銀

写真は読み物。そこに写って
いるものは、観る人の物語を
呼び起こすものだと思います

倉本雅史さん

倉本さんと「写心サークル・創」が８月26日から31日まで広島のNHK広島ハートプラザ２階ギャラリーで作品展を開催。ぜひお立ち寄りください

倉本先生と撮影しながら
学べる講座は→P34
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11

まさに「サクランボ？」と思わせる
ようなイメージで並んだ花とつぼ
み。ピンクを強調したかったので

「ホワイトバランス」を白色蛍光灯
に設定しました。ニコンD4、AF-S
マイクロニッコール105mmｆ2.8、
F4、1/250秒、ISO400、 白 色 蛍 光
灯

日差しが強く地面の照り返しが明るかったのと、女の子の顔に桜の
影がかかっていたので、明るくするため「露出補正」をプラスに。
ニコンD3　AF-Sニッコール300mm f4、F8、1/640秒、+1.5EV、
ISO200、晴天モード

春
の
花
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
桜
。

実
際
に
桜
を
撮
影
し
て
み
た
ら
、
思

っ
た
よ
り
も
「
暗
い
」
と
い
う
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
プ
ラ

ス
補
正
の
露
出
補
正
を
し
て
、
し
っ
か

り
と
光
を
増
や
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

逆
に
撮
影
し
て
み
て
「
明
る
い
」
と

感
じ
た
ら
、
マ
イ
ナ
ス
補
正
で
光
を

減
ら
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
理
想
の
明

る
さ
で
撮
影
で
き
ま
す
。
ご
自
身
の

カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
操
作
方
法
が
違
い
ま

す
の
で
、「
露
出
補
正
の
や
り
方
」
を

し
っ
か
り
と
覚
え
ま
し
ょ
う
。

カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
は
、
露
出
を
段

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

２
】

暗
い
と
感
じ
た
ら
「
プ
ラ
ス
補
正
」、
明
る
い
と
感
じ
た
ら
「
マイ
ナ
ス
補
正
」

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
撮
影
時
の
光

源
に
よ
っ
て
色
合
い
が
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め

の
機
能
が
「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
」

で
す
。

一
般
的
に
、
屋
外
で
の
撮
影
は
晴

れ
や
曇
り
な
ど
の
天
候
、
そ
し
て
朝

夜
な
ど
の
時
間
帯
に
関
係
な
く
晴
天

モ
ー
ド
に
設
定
す
れ
ば
、
自
然
な
仕

上
が
り
に
な
り
ま
す
。
逆
に
屋
内
で

撮
影
す
る
と
き
は
、
照
明
や
壁
の
色

で
光
の
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で

オ
ー
ト
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

応
用
編
に
な
り
ま
す
が
、
ホ
ワ
イ

ト
バ
ラ
ン
ス
を
光
源
と
は
違
う
設
定

に
し
て
、
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ

う
に
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
桜
の

撮
影
で
は
、
晴
天
モ
ー
ド
よ
り
白
色

蛍
光
灯
に
す
れ
ば
、
空
の
青
色
や
桜

の
ピ
ン
ク
色
が
強
調
で
き
ま
す
。
ホ

ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
が
微
調
整
で
き
る

カ
メ
ラ
の
場
合
は
、
晴
天
モ
ー
ド
で

B
（
ブ
ル
ー
）
を
プ
ラ
ス
に
微
調
整

す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
で
色
合
い
が

変
わ
る
と
、
明
る
さ
も
若
干
変
わ
っ

て
見
え
ま
す
。
露
出
補
正
の
調
整
も

あ
わ
せ
て
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

３
】

ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
て
桜
の
ピ
ン
ク
色
を
引
き
出
す

フォトライフ四季連動企画！岩田先生が、愛知、大阪、福岡で桜の撮り方を教えます。詳しくは→P34

岩田先生と撮影しながら
学べる講座は→P34

階
的
に
変
え
て
連
続
撮
影
で
き
る「
ブ

ラ
ケ
ッ
ト
撮
影
」
が
備
わ
っ
て
い
る
カ

メ
ラ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
機

能
を
使
う
と
一
眼
レ
フ
タ
イ
プ
の
カ
メ

ラ
で
は
手
ブ
レ
や
カ
メ
ラ
ブ
レ
の
原
因

に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
こ
の
機
能
は
使
わ
ず
、
一

枚
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
補

正
し
て
撮
影
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

左
の
写
真
は
影
で
暗
く
な
っ
た
女

の
子
の
顔
を
明
る
く
す
る
た
め
に
プ

ラ
ス
補
正
に
。
桜
が
白
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
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オートで撮影して主題の桜が暗くなってしまったら、「プラス補正」で明るくするのが正解。右は露出補正なしで、左は＋1.5EV
の露出補正をしています

まだ日が昇る前、明るくなりはじめた空と桜を「露出補正」と「ホワイトバランス」で幻想的に仕上げてみました。
ニコンD4、AF-Sニッコール70-200mm ｆ2.8、F11、1/60秒、+1EV、ISO800、晴天モード（微調整でブルーをプラス）

『露出補正』と『ホワイトバランス』の〝ソコシリ〟
第 7 回　自分のイメージした桜撮影に挑戦そこが知りたい！ 初心者向け講座

さらにここに注目！
「露出補正」と「ホワイトバランス」を
調整することで桜の向こうに見える
月の明るさもバッチリ！

岩田賢彦さんナビゲーター

こんな写真撮りたくありませんか？
それなら…

桜
の
撮
影
で
は
、
オ
ー
ト
で
撮
影

す
る
と
「
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
か
な
」

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
は
「
露
出
補
正
」
や
「
ホ
ワ
イ

ト
バ
ラ
ン
ス
」
を
使
っ
て
調
整
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

「
露
出
補
正
」
で
は
写
真
の
明
る
さ

を
調
整
で
き
ま
す
。
写
真
を
明
る
く

し
た
い
、
暗
く
し
た
い
と
感
じ
た
ら
、

こ
の
機
能
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
」
で
は
色
合

い
を
調
整
で
き
ま
す
。
通
常
オ
ー
ト

で
も
光
の
色
（
光
源
）
に
合
わ
せ
て

「
白
を
白
く
」
表
現
し
て
く
れ
ま
す

が
、
撮
影
時
の
時
間
帯
や
天
候
、
場

所
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
場
合
は
手
動
で
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ

ン
ス
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ふ
た
つ
の
機
能
を
マ
ス
タ
ー

す
れ
ば
、
作
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト 

1
】

「
露
出
補
正
」で
明
る
さ
を「
ホ
ワイ
トバランス
」で
色
合
い
を
調
整

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ォ
ト
に
て
学
術
資
料
制
作
の
チ
ー
フ
カ
メ
ラ
マ
ン
を
経
て
２
０
０

２
年
に
独
立
。
現
在
、
写
真
撮
影
を
は
じ
め
初
心
者
向
け
写
真
教
室
や
撮
影
ツ
ア
ー

で
活
躍
中
。
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
も
ひ
で
工
房
主
宰
。
日
本
写
真
家
協
会
会

員
。
岩
田
さ
ん
の
撮
影
教
室
は
Ｐ
34
を
チ
ェ
ッ
ク

岩
田
賢
彦
（
い
わ
た
・
ま
さ
ひ
こ
）

＜撮影データ＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、露出補正、ISO感度、ホワイトバランス
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昨年は桜の開花が早く、ソメイヨシノから里桜への移り変わりが息つく暇もないほどでした。そんなことも、自然を撮影する楽しみです
ニコンD600、24-120mm f/4G ED VR、F6.3、1/640秒、ISO400

木村正博（きむら・まさひろ）
1948年、神奈川県箱根町生まれ。カメラメーカー、写
真雑誌編集勤務を経てフリーに。NHK学園、各メーカ
ー写真教室講師を務める。新宿御苑フォトコンテスト、
全日本福祉写真協会フォトコンテスト、日本野鳥保護
連盟公募カレンダー審査員。著書に「新宿御苑 撮影・
散策ガイド」など。日本写真協会、日本自然科学写真
協会会員。

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、ISO感度

木
村
さ
ん
は
一
年
中
訪
れ
て
い
ま
す
。

「
2
月
の
後
半
に
は
カ
ン
ザ
ク
ラ
が

咲
き
、
4
月
に
入
る
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
改

良
品
種
が
開
花
し
ま
す
。
桜
が
な
い

の
は
5
月
後
半
か
ら
10
月
前
半
の
間

く
ら
い
。
こ
の
時
期
以
外
は
、
公
園

の
ど
こ
か
に
必
ず
咲
い
て
い
る
ん
で

す
。
中
で
も
樹
木
が
美
し
く
映
え
る

の
は
、
雨
が
降
り
始
め
た
と
き
。
適

度
な
潤
い
が
木
肌
を
み
ず
み
ず
し
く

見
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
機
材
が

濡
れ
な
い
か
っ
て
？

　タ
オ
ル
を
持

っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
で
す
（
笑
）」

偶
然
に
も
こ
の
日
、
木
村
さ
ん
と

お
会
い
し
た
の
は
、
新
宿
御
苑
の
す

ぐ
そ
ば
。
取
材
を
終
え
る
と
、
機
材

の
詰
ま
っ
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
軽
々

と
担
ぎ
上
げ
、
少
年
の
よ
う
な
足
ど

り
で
撮
影
に
向
か
い
ま
し
た
。

「お歳を召されたり、病気をされたりすると、遠くへ出
かけるのがおっくうになって、撮影の機会が減ってしま
う人もいるようですが、それはとてももったいないこと
です。なぜなら、身近なところに目を向ければ、自然の
変化がたくさんあるからです。たとえば自宅の庭や近
所の公園でも、毎日観察していれば、昨日と違う発見
があるものです。その一番いい時期を逃がさずに写真
に収めれば、プロでもかなわない写真が必ず撮れるは
ずです」

プロの金言

庭や公園など
身近な自然に
目を向けてみよう

木村さん愛用の
ロープロ
「DSLR ビデオファストパック 250AW」　
PCC 会員限定 １名様にプレゼント！

下記QRコードを読み取ってご
応募ください。QRコードが読
み取れない場合は、「npopcc」
で検索してPCCホームページ
から、またはFacebookフォト
カルチャー倶楽部ファンペー
ジからご応募ください

※ウェブからのみの応募となりますの
で、あらかじめご了承ください

応
募
先

こんな写真撮りにいきませんか？
旅のお供にこのバッグ

ロープロをもっと知りたくなったら

ロープロ

応募締切：2014年4月30日（水）
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木
村
さ
ん
の
撮
影
ス
タ
イ
ル
は
、

「
機
材
は
で
き
る
だ
け
、
軽
く
、
少

な
く
」
が
信
条
。
最
近
は
オ
リ
ン
パ

ス
Ｏ
Ｍ
︲
Ｄ
と
数
本
の
交
換
レ
ン
ズ

だ
け
で
撮
影
に
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

「
Ｏ
Ｍ
︲
Ｄ 

の
場
合
、
35
㎜
判
換

算
で
焦
点
距
離
が
2
倍
に
な
る
の
が

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。
レ
ン
ズ

は
12
︲
50
㎜
と
50
︲
２
０
０
㎜
の
2

本
が
あ
れ
ば
、
通
常
の
被
写
体
は
ほ

と
ん
ど
カ
バ
ー
で
き
ま
す
か
ら
」

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
に
は
、
愛
用
の
機

材
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
納
。
１
泊
程

度
の
撮
影
で
あ
れ
ば
、
着
替
え
も
一

緒
に
入
れ
て
し
ま
う
と
か
。
ハ
ク
バ

写
真
産
業
の
ロ
ー
プ
ロ
「
Ｄ
Ｓ
Ｌ
Ｒ

ビ
デ
オ
フ
ァ
ス
ト
パ
ッ
ク
２
５
０

Ａ
W
」
は
、
そ
ん
な
木
村
さ
ん
に
う

っ
て
つ
け
の
ア
イ
テ
ム
で
す
。

野
山
を
歩
く
一
方
、
木
村
さ
ん
が

17
年
間
撮
り
続
け
て
い
る
被
写
体
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
東
京
・
新
宿
御

苑
の
四
季
折
々
の
表
情
。
約
65
品
種

の
桜
を
は
じ
め
、
1
万
本
を
超
え
る

樹
木
が
植
え
ら
れ
た
こ
の
公
園
を
、

「軽く、少なく」。木村正博さん
必携アイテム

愛
用
の
機
材
を
す
べて

収
納
す
る
バッ
クパッ
ク

タ
オ
ル
が
一
本
あ
れ
ば

雨
の
日
の
撮
影
も
大
丈
夫
！

５月は新宿御苑でバラも見頃。平日に木村さんが撮影イベントを開催します。詳しくは→P33

写
真
家
の
創
造
力
を
刺
激
す
る

シ
ン
プ
ル
＆
コ
ン
パ
ク
ト
な
機
材

思
い
出
を
つ
く
る
道
具
た
ち

　
　
　写
真
家
・
木
村
正
博
さ
ん

コ
ン
パ
ク
ト
に
収
納
さ
れ
た
、
木
村
正
博
さ
ん
の

撮
影
機
材
。
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
用
に
開
発
さ
れ

た
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
は
、
被
写
体
や
場
所
を
選
ば
ず

活
躍
し
ま
す
。

愛用のタオルは、大切な機材を雨や湿気、結
露から守るためのもの。レンズごとすっぽり包
んで輪ゴムでとめれば、カメラ自体の防寒にな
り、低温でバッテリーが作動しなくなることも防
げます。ちなみに、タオルはノリがきいた新品
よりも、使い古したもののほうが吸水性がよい
のだとか。もちろん、タオルは温泉に入るとき
にも役立つそうです（笑）

10年以上使い続けている
万能タオル

撮影機材＆持ち物リスト
【バックパック】
ロープロ「DSLR ビデオファストパック 250AW」

【カメラボディ】
オリンパス OM-D E-M1

【交換レンズ】
M.ズイコー DIGITAL ED 12-50mm F3.5-6.3 EZ、
ズイコーDIGITAL ED 50-200mm F2.8-3.5 SWD、
ズイコーDIGITAL 35mm F3.5 Macro、
ズイコーDIGITAL 2x Teleconverter EC-20

【その他】
ケンコー サーキュラーPL（円偏光）フィルター

（52mm・67mm）

ポーチに入っているのは、携帯用ラジオ、懐
中電灯、折りたたみ傘など。ラジオは山を
歩くときの必需品で、音を鳴らして人間の気
配を知らせておけば、クマに遭遇する危険
が少なくなるそうです。もちろん、深い山中
で気象情報を知りたいときにも重宝します

携帯用ラジオは山歩きの必需品

ボディに付着した砂埃をはらい落とすためのブ
ラシです。以前は歯ブラシを使っていました
が、現在はイノシシの毛のブラシを愛用。なん
と同じものを２本所有。機材を傷つけない、
適度な硬さが使いやすいそうです

カメラのメンテナンスに欠かせない
イノシシの毛のブラシ カメラ専用の収納スペースが搭載され、カメ

ラにレンズを装着したまま収納が可能で
す。さらに、頑丈な素材でつくられた外装
や、記録メディアを入れるポケットなど、か
ゆい所に手が届く機能が盛りだくさん。カバ
ンをまるまる包み込む「オールウェザーカバ
ー」は、機材が濡れるのを防いでくれます

レンズを付けたまま収納できるバックパック
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入園・入学などの子どもの節目の思い出写真は、プロに撮ってもらってきれいに残しませんか。詳しくは→P21

「プリントする」という魔法1.
一枚の写真に癒やされるってこと、何度もありますよね。 
でも、スマホの中の画像より、プリントした写真のほう
が、 ずっと、心をなごませてくれます。自宅でもカメラ
屋さんでもいいので、一度プリントして手にとってみて
ください。「大切な一枚」になる魔法があります。

「まとめる」という魔法2.
大切な思い出や絆を確かめることのできるアルバムは 
家族の宝物。フォトブックでまとめてみてもいいでしょ
う。あらためて開くと当時はわからなかった驚きや 喜
びがいっぱいです。フォトブックにすれば、贈り物にも
なります。アルバムやフォトブックをつくった人の「愛
情が感じられる」魔法があります。

「雑貨にする」という魔法3.
スマホケース、カレンダー、マグカップ、そしてポスト
カード。最近では サッカーボールにまで写真をプリン
トすることができるようになりました。大切な思い出を
肌身離さず持ち歩いたり、 いつも見える場所に飾った
り。写真が「プレゼント」になる魔法があります。

スマホ写真を素敵な思い出に変える魔法

大切な瞬間をすぐにおさめられるスマホは現代の日本人に
は欠かせない思い出づくりアイテムです。そんなスマホで
今しか撮れない瞬間を撮ったら「形」にしませんか。きっ
とスマホの画面だけでは伝わらなかった喜びや感動が伝え
られるはずです。
スマホ写真を素敵な思い出にする方法を提案している『ス
マホで撮った写真を素敵な思い出に変える５つの魔法』（ダ
イヤモンド社）は全国書店、アマゾンで発売中です。

定価：本体1,500円＋税

『スマホで撮った写真を素敵な
思い出に変える５つの魔法』を

読んでみてください

もっと素敵な思い出にする
魔法が知りたくなったら

額に入れて飾れば、いろいろな人に見てもらえます

アルバムなら直筆のコメントを入れるなど、工夫がたくさんこらせます

ポストカードにすれば、年賀状や出産の報告などで「今」が伝えられます
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―
読
者
か
ら
、
ス
マ
ホ
で
撮
影
し

た
写
真
が
知
ら
な
い
間
に
た
く
さ
ん

た
ま
っ
て
し
ま
い
、
つ
い
撮
り
だ
め

た
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
話
を

よ
く
聞
く
の
で
す
が
。

　日
常
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
気
軽
に
残

せ
る
ス
マ
ホ
は
、
気
が
つ
く
と
１
０

０
枚
、
ま
た
は
２
０
０
枚
た
ま
っ
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
も
め
ず
ら
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
撮
っ
た
ま

ま
に
し
て
い
て
は
、
見
返
す
の
も
大

変
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
今
日
は
、
ス

マ
ホ
写
真
の
上
手
な
残
し
方
に
つ
い

て
少
し
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。

―
や
は
り
プ
リ
ン
ト
す
る
と
い
う

の
は
い
い
方
法
で
し
ょ
う
か
？

　そ
う
で
す
ね
。
ス
マ
ホ
の
中
の
画

像
よ
り
プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
の
ほ
う

が
、
心
が
な
ご
む
と
い
う
声
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
気
に
入
っ
て
い
る
写
真

だ
け
で
も
プ
リ
ン
ト
し
て
お
く
と
ほ

か
の
人
と
共
有
で
き
る
楽
し
さ
が
味

わ
え
ま
す
。
友
人
や
ご
両
親
な
ど
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
額
に
飾
っ
た
り

す
る
な
ど
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ

た
り
、
交
流
を
持
て
た
り
す
る
の
は
、

プ
リ
ン
ト
な
ら
で
は
で
す
ね
。

―
な
る
ほ
ど
。
や
っ
ぱ
り
デ
ー
タ

の
ま
ま
ス
マ
ホ
の
中
に
残
し
て
お
く

だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。

プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
は
ア
ル
バ
ム

に
整
理
し
て
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
し
、

今
な
ら
簡
単
に
つ
く
れ
る
フ
ォ
ト
ブ

ッ
ク
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
形
で

残
す
方
法
も
あ
り
ま
す
。
写
真
は
本

来
、
撮
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
の
撮
っ
た
写
真
を
見
る
こ
と
で
思

い
出
を
共
有
で
き
る
ん
で
す
。
最
近

で
は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
に
ま
で
写
真

を
プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
切
な
思
い
出

を
身
近
に
置
け
る
、
こ
う
い
っ
た
フ

ォ
ト
グ
ッ
ズ
を
利
用
す
る
と
写
真
の

楽
し
さ
が
も
っ
と
広
が
り
ま
す
。

―
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
現
代
の

写
真
は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
て
く
れ
る
魔
法
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

は
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
大
切
な
ん
で
す
。

スマホで残した写真も大切な思い出です。形にして残しませんか 「フロ友」　松岡里佳さん

思
い
出
を

残
す

新
方
法

思い出シリーズ 3

手
軽
に
毎
日
持
ち
歩
け
る
か
ら
こ
そ

リ
ス
ク
も
大
き
く
、
突
然
の
紛
失
や

故
障
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
が
す
べ
て
消

え
て
し
ま
っ
た
人
の
話
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
や
り

方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
デ
ー
タ
の

消
失
な
ん
て
自
分
に
は
起
こ
ら
な
い

な
ど
と
考
え
ず
、
何
ら
か
の
形
で
画

像
デ
ー
タ
を
保
護
す
る
べ
き
で
す
。

―
思
い
出
を
残
す
た
め
に
は
、
そ
の

デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
残
す
こ
と
も
大

切
な
ん
で
す
ね
。

ス
マ
ホ
で
撮
っ
た
画
像
を
き
ち
ん

と
「
残
す
」
こ
と
は
と
て
も
簡
単
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
な
の
で
ぜ
ひ
そ
の
方
法
を
知

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
カ
メ

ラ
の
キ
タ
ム
ラ
の
ス
タ
ッ
フ
が
監
修

し
た
『
ス
マ
ホ
で
撮
っ
た
写
真
を
素

敵
な
思
い
出
に
変
え
る
５
つ
の
魔
法
』

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
で
は
ス
マ
ホ

写
真
を
「
残
す
」
た
め
の
方
法
を
い

ろ
い
ろ
と
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。
興

味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

撮
り
っ
ぱ
な
し
の
ス
マ
ホ
の
写
真
を
思
い
出
に
変
え
る
方
法

あ
な
た
の
ス
マ
ホ
写
真
、

撮
りっ
ぱ
な
し
の
ま
ま
で
大
丈
夫
で
す
か
？

ス
マ
ホ
で
撮
り
っ
ぱ
な
し
の
写
真
、
ど
う

し
て
ま
す
か
？

　今
回
は
カ
メ
ラ
の
キ
タ

ム
ラ
の
駒
場
さ
ん
、
大
谷
さ
ん
に
、
ス
マ

ホ
で
撮
っ
た
写
真
の
上
手
な
残
し
方
に
つ

い
て
編
集
部
が
聞
い
て
き
ま
し
た
。

カメラのキタムラ
駒場さん、大谷さん

PCC会員なら、カメラのキタムラ店頭受け取りのときに会員証提示でフォトブックやプリント代も10％引きになります 18
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スタジオ撮影なら高品質な仕上がりで残せます

色や形が豊富な衣装がたくさんあります

「マリオフォトCD」で購入した写真は
パソコンなどで楽しめます

スタジオマリオ

ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
、
商
品
と
し
て

購
入
し
た
す
べ
て
の
写
真
デ
ー
タ
が
入
っ

た
「
マ
リ
オ
フ
ォ
ト
Ｃ
Ｄ
」
を
５
０
０
０

円
＋
税
で
購
入
で
き
ま
す
。
か
わ
い
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
Ｃ
Ｄ
に
タ
イ
ト
ル
、
撮
影

日
、
お
名
前
を
入
れ
ら
れ
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
で
気
軽
に
写
真
を
見
ら
れ
る
上
に
、
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
や
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
の
作
成
も

可
能
。
入
園
・
入
学
の
報
告
を
自
作
の
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
で
出
す
な
ん
て
素
敵
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
？

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
も
喜
ば
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
何
度
で
も
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
シ
ー
ン
に
あ
わ

せ
た
小
物
類
、
約
４
０
０
点
の
豊
富
な
衣

装
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
何
度
着
替
え
て

も
無
料
な
の
で
じ
っ
く
り
お
選
び
い
た
だ

け
ま
す
。
衣
装
に
合
わ
せ
た
ヘ
ア
セ
ッ
ト
、

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
も
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
衣

装
選
び
も
ス
タ
ジ
オ
撮
影
な
ら
で
は
の
楽

し
み
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
ご
自
宅
か
ら
思

い
出
の
品
や
お
気
に
入
り
の
洋
服
を
持
参

さ
れ
る
の
も
大
歓
迎
。
幼
稚
園
の
制
服
と

小
学
校
の
制
服
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、

卒
園
・
入
学
両
方
の
記
念
撮
影
が
で
き
る

の
で
お
す
す
め
で
す
。

自
分
で
写
真
を
撮
る
と
光
の
加
減
や
シ

ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
が
難
し
い
も
の
。
ス

タ
ジ
オ
で
撮
影
す
れ
ば
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
引
き
出
し
た
自
然
な
笑
顔
を
、
設
置

さ
れ
た
照
明
が
鮮
や
か
に
写
し
出
し
ま
す
。

入
園
・
入
学
を
控
え
た
子
ど
も
を
記
念
に

残
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
も
撮
影
係
で

写
真
に
写
れ
な
い
お
父
さ
ん
も
家
族
そ
ろ

っ
て
の
家
族
写
真
に
な
る
の
が
う
れ
し
い

で
す
ね
。
撮
影
だ
け
で
な
く
プ
リ
ン
ト
ま

で
プ
ロ
の
手
で
仕
上
げ
て
い
る
の
で
高
品

質
な
仕
上
が
り
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

新たな旅立ち 入園・入学の思い出を残す
春は子どもの新たな旅立ちのとき。

プロの撮影で思い出を色鮮やかに残しませんか。PCCでは入園・入学の思い出や
家族の思い出をきれいに残せるスタジオマリオの店長におすすめポイントを聞きました。

スタジオマリオではTカードをつくれて、Tポイントを貯められて、使えます

撮影から
プリントまで
プロの手で
仕上げます

撮影は
何着でも

お着替え無料

マリオフォトCDの
購入で自宅で
何度も写真が

楽しめる

スタジオマリオ岡山／高柳店　

松本店長

スタジオマリオ七尾／本府中店

富樫店長

スタジオマリオ東大阪／石切店

中村店長

店長おすすめ 1

店長おすすめ 3

店長おすすめ 2
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を
省
き
、
ソ
フ
ト
が
ピ
ン
ト
・
構
図
・
明
る

さ
な
ど
の
条
件
で
選
ん
で
く
れ
ま
す
。
レ

イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
画
像
の
変
更
も
自
由
自

在
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ
れ
た
画

像
を
期
間
で
チ
ョ
イ
ス
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
タ
イ
ト
ル
や
コ
メ
ン
ト
を
追
加
す

る
な
ど
ひ
と
手
間
か
け
る
と
、
思
い
出
が

い
っ
そ
う
引
き
立
つ
こ
と
間
違
い
な
し
。
し

っ
か
り
と
し
た
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
写
真
仕
上

げ
に
な
る
の
で
、
長
期
の
保
存
に
も
最
適

で
す
。

さ
ら
に
う
れ
し
い
の
が
、
新
た
に
「
主

人
公
設
定
」
機
能
が
登
場
し
た
こ
と
。
あ

ら
か
じ
め
メ
イ
ン
の
人
物
を
設
定
す
る
と
、

そ
の
人
物
を
中
心
に
し
た
画
像
を
チ
ョ
イ

ス
し
て
大
き
く
レ
イ
ア
ウ
ト
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
自
分
が
主
人

公
の
ア
ル
バ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
友
人
や
親

な
ど
特
定
の
人
物
を
主
役
に
し
た
ア
ル
バ

ム
を
つ
く
れ
る
の
で
す
。
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ

ム
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
可

能
に
な
っ
た
「
思
い
出
の
残
し
方
」
で
す
。

http://www.kitamura.jp

子どもの入園・入学前までにためている写真を整理しましょう
「春の嵐に立ち向かう」斎藤弘昌さん

カメラのキタムラ

新機能「主人公設定」で子どもを主人公にすれば、
子ども中心のアルバムが簡単にできます

子ども中心のイヤーアルバムに

幼
稚
園
や
各
学
校
の
卒
業・入
学
を
控
え

た
こ
の
時
期
は
、
子
ど
も
を
持
つ
親
に
と

っ
て
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
気
持
ち
的
に
も

節
目
と
な
り
、
写
真
を
整
理
す
る
の
に
ベ

ス
ト
な
季
節
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
な
こ

の
時
代
、
写
真
撮
影
も
簡
単
便
利
に
な
っ

た
分
だ
け
、
見
返
し
て
み
れ
ば
気
づ
か
な

い
う
ち
に
撮
影
し
た
写
真
の
枚
数
が
、
予

想
外
に
多
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
人
も
少

な
く
な
い
は
ず
。
そ
れ
ら
の
写
真
を
整
理

す
る
の
は
、
か
な
り
の
労
力
と
時
間
を
費

や
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム
は
、
た
と
え
ば
２
０

１
３
年
4
月
〜
２
０
１
４
年
3
月
ま
で
を

期
間
の
設
定
で
選
択
す
れ
ば
、
そ
の
期
間

の
画
像
デ
ー
タ
か
ら
、
最
適
な
画
像
デ
ー

タ
を
自
動
的
に
チ
ョ
イ
ス
し
て
、
レ
イ
ア

ウ
ト
ま
で
し
て
く
れ
る
画
期
的
な
ア
ル
バ

ム
で
す
。
ど
の
写
真
に
す
る
か
悩
む
時
間

節
目
と
な
る
こ
の
季
節

写
真
整
理
も
ベ
ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ

写真の整理、いつやるの？

卒園、卒業
子どもの節目は
整理のしどき

お
す
す
め
し
た
い
の
が

「
イ
ヤ
ー
ア
ル
バム
」
！

新
機
能
「
主
人
公
設
定
」
で

べ
ス
ト
な
写
真
を
チ
ョ
イ
ス
！

イヤーアルバムはカメラのキタムラ店頭でもインターネットでもつくれます

今
ド
キ
の

思
い
出
の

残
し
方

思い出シリーズ 4

春
は
一
年
の
節
目
。
や
る
な
ら
今
！

イ
ヤ
ー
ア
ル
バム
で
写
真
を

いっ
き
に
整
理
す
る
！

子
ど
も
の
卒
園
・
卒
業
が
終
わ
っ
た
ら
、
ひ
と
息
つ
く
そ
の
前
に
こ

の
一
年
に
撮
影
し
た
数
多
い
思
い
出
の
場
面
を
、
わ
が
家
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
形
で
残
し
ま
せ
ん
か
。
イ
ヤ
ー
ア
ル
バ
ム
を
使
え
ば
、

急
が
し
い
時
期
で
も
最
短
５
分
で
す
っ
き
り
整
理
で
き
ま
す
。
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冬

皆さんのとっておきの被写体、また、おなじみの被写体でもかわった撮り方をした写真をお送りください（テーマ 夏）応募方法は→P48

山
口
県 

岩
国
市

北
海
道 

釧
路
市 

阿
寒
町

茨
城
県 

常
総
市

水
中
の
紅
葉
を
う
ま
く
と
ら
え
た
作
品
。
マ
イ

ナ
ス
側
へ
露
出
補
正
す
る
こ
と
で
紅
葉
の
濃
度

を
上
げ
、
コ
ク
の
あ
る
赤
い
色
を
出
し
て
写
真

の
力
を
強
め
て
い
ま
す
。
対
角
線
上
に
配
置
し

た
影
が
、
迫
力
を
さ
ら
に
増
し
て
い
ま
す
。

超
望
遠
レ
ン
ズ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
背
景
の
絶
妙

な
ボ
ケ
味
の
な
か
に
、
優
雅
な
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル

の
舞
を
見
事
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

露
出
を
プ
ラ
ス
に
補
正
す
る
こ
と
で
寒
々
し
い
雪

景
色
が
温
も
り
あ
る
メ
ル
ヘ
ン
に
転
化
し
ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
「
人
」
と
い
う
文
字
が
線
路
で
描
か

れ
て
い
て
、
朱
色
の
列
車
が
効
果
的
に
浮
か
び
上

が
っ
て
い
ま
す
。

「恋の季節」片山修さん　 「ぬくもり」篠﨑智宏さん

「水面に浮かぶ小路」福田浩幸さん　

群
馬
県

吾
妻
郡 

嬬
恋
村

ど
こ
ま
で
も
続
く
畑
、
青
空
の
白
い
雲
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
図
と
巧
み
な
Ｐ
L
フ

ィ
ル
タ
ー
の
効
果
で
色
鮮
や
か
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

「キャベツの岡」須藤東二さん

和
歌
山
県

東ひ
が
し

牟む

婁ろ 

郡
串
本
町

美
し
い
星
空
を
バ
ッ
ク
に
光
る
キ
ノ
コ
を

撮
影
し
た
作
品
。
手
前
の
キ
ノ
コ
か
ら
後

方
の
星
空
ま
で
ぴ
っ
た
り
と
ピ
ン
ト
が

合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
技
術
力
の
高
さ
を

感
じ
ま
す
。

「森の妖精」堀内勇さん

「日本の四季」をもっと見たい、
「撮影方法」をもっと知りたい方は

『美しい日本の風景 
  四季を撮る』

春には桜、夏には新緑、秋には紅葉、冬には雪景色と、四
季折々、日本の風景はさまざまな表情を見せてくれます。
有名な撮影地でも、見たことのない景色がたくさんありま
す。『美しい日本の風景　四季を撮る』では、日本各地の
四季の写真を200点あまり掲載。撮影のポイントが全作品
にあり、フォトコンテストに応募しようという方も必見で
す。PCC顧問で風景写真の第一人者、竹内敏信氏による四
季の写真もあり、一年中をこの一冊で満喫できます。
お近くの書店でお求めください。

日経ナショナル ジオグラフィック社
定価：本体2,200円+税　A4判 176ページ　3月31日発売予定
詳細は nationalgeographic.jp

表紙はイメージです

秋
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春

夏

フ
ォ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
倶
楽
部
で
３
月
に
発
売

特
別
編

被
写
体
大
辞
典

街
中
に
、
家
中
に
あ
る
被
写
体
た
ち
。
今
回
は
日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
社
よ
り
発
売
さ
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｃ
編『
美
し
い
日
本
の
風
景
　
四
季
を
撮
る
』
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
、
残
し
て
い
き
た
い
日
本
の
四
季
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
作

品
へ
の
コ
メ
ン
ト
は
本
書
に
記
載
し
て
い
る
竹
内
先
生
の
コ
メ
ン
ト
や
、
撮
影
テ
ク
ニ

ッ
ク
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
コ
メ
ン
ト
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

今回の『美しい日本の風景　四季を撮る』の写真タイトルは撮影者がつけた作品名です

青
森
県

青
森
市 

八
甲
田
山
麓 美

し
い
日
本
の
風
景

四
季
を
撮
る

「春の叫び」進藤鉄雄さん

「迫る雲」平井弘史さん

「盛春の輝き」須田茂樹さん

「朝霧」石曽根正志さん　

木
の
全
体
で
は
な
く

一
部
を
切
り
取
り
、

背
景
に
白
い
木
を
置

く
と
い
う
構
成
に
よ

り
、
堂
々
と
し
た
桜

の
威
容
が
よ
り
強
く

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
手
県

宮
古
市 

亀
ヶ
森

Ｐ
L
フ
ィ
ル
タ
ー
を

使
っ
て
、
空
を
よ
り

青
く
表
現
し
た
こ
と

で
、
雲
の
形
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
山
々

の
様
子
も
美
し
い
作

品
で
す
。

長
野
県

安
曇
野
市

平
面
的
に
な
り
が
ち
な
構
図

で
す
が
、
光
の
と
ら
え
方
が

よ
く
、
写
真
に
奥
行
き
が
出

て
い
ま
す
。
空
の
色
も
鮮
や

か
で
す
ね
。

長
野
県

伊
那
市 

高
遠
町

洞
窟
状
に
穴
の
空
い
た
身
体
を
も
の

と
も
せ
ず
幹
を
天
に
向
か
っ
て
の
ば

す
樹
木
の
雄
々
し
い
姿
。
こ
ず
え
に

は
萌
え
る
新
芽
。
遠
近
を
強
調
し
た

広
角
レ
ン
ズ
の
絶
妙
な
構
図
で
、
待

ち
わ
び
た
春
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。
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秋山庄太郎「花」写真コンテスト2013

長岡曉さん（大阪府）

「かたらい」

染谷とし子さん（千葉県）

「ポピー」

奥中紀一さん（滋賀県）

「天空の朝顔」

千田公一さん（神奈川県）

「ひまわりの万華境」

河又昭男さん（栃木県）

「芳し」

上島信一さん（長野県）

「初夏模様」

太田有美子さん（神奈川県）

「南国の風をのせて」

楽しみながら新しい写真を追求していく 特選

グランプリ・特選 
賞品協賛

※順不同

山縣直幸さん（広島県）

「ファミリー」

江口誠さん（熊本県）

「高原の風」
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秋山庄太郎「花」写真コンテスト2013

美しい花を
より美しく撮る

総評：自分なりの切り口で自然をとらえる

木を擬人化したタイトルに説得力

喜びの心を写して帰る、
新しい写真の追及を

グランプリ作品は、毎年同じ場所で真っ盛りの花をつ
けて待っている、という作者の喜びが表われた素敵な
写真です。“今年も来たなァ”と、子どもたちと撮影者
が同じ気持ちになっているのでしょう。写真撮影で“出
会い”は非常に大事です。喜びを感じながらその心を写
して帰る、撮影者は常にそういう気持ちで撮ることで
はないかと感じました。今後は楽しみながら過去にな
い新しい写真を追求することが求められます。

丹地敏明氏
写真家

従来の型や枠、
先入観にとらわれずに

過去の入賞作品の追体験をしているような応募作品が
多かったのがちょっと残念です。今回からスマホ撮影
もOKになったので、従来の型や枠、先入観にとらわれ
ずに楽しく撮っていただきたいと思います。写真芸術
はタイトルを含めた総合芸術だと考えているので、グ
ランプリ作品は木を擬人化したタイトルに説得力を感
じました。木が人を迎える「出会い」というかたちで
とらえている点もおもしろいと思います。

上野正人氏
秋山庄太郎写真芸術館館長

被写体に出会った瞬間の
「撮りたい！」を大切に

目の前の状況をどんな写真にするかを先に判断してし
まうのか、撮り口や撮影方法がパターン化している気
がします。目で見るものとカメラで写すものは違いま
す。その差を楽しむために、前後左右に動いたり、光
を待ったりフットワークを使ってください。そして、被
写体に出会った瞬間の「撮りたい！」という瞬発力を大
切にしてください。その力が画面に表われたものが魅
力のある写真だと思います。

鈴木理策氏
写真家

写真芸術の振興と福祉支援

「全国公募。プロ・アマ不問。名前だけの協賛・後援は
不要。副賞に現金なし。審査は自分だけで公平に行
う」。秋山庄太郎氏がそう提案して2002年秋にスタート
した『秋山庄太郎「花」写真コンテスト』。花の撮影を
ライフワークとし、「花行脚」をしながら写真愛好家た
ちと交流を重ね、「アマチュア、畏（おそ）るべし」と
の名言を残した。2003年に急逝した秋山庄太郎氏に代
わり、2009年からは秋山庄太郎写真芸術館の全面協力
を得てフォトカルチャー倶楽部が後援。今回で11回目
を迎えるこのコンテストは、「写真芸術の振興」と「福祉
支援」という秋山庄太郎氏の志が今も受け継がれている。

秋山庄太郎
1920年、東京生まれ。紫綬
褒章、勳四等旭日小綬章受
章。2003年に写真賞選考会
場で倒れ、急逝。享年82。

荻山清和さん（岐阜県）

「今年も来たなァ」

グランプリ

『秋山庄太郎「花」写真コンテスト』には、
毎年3,000点近い応募作品が寄せられる。

入選作品は病院や学校、福祉施設などに寄贈され、
見る人の心を和ませている。

本コンテストの受賞作品は、秋山庄太郎写真芸術館（東京）で３月９日〜４月６日まで展示されます
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写真芸術はタイトルまで含めた総合芸術 準特選

「垂れ桜幽玄」
池田豊さん（長野県）

「畔に彩り」	
宇田裕さん（新潟県）

「百合の目覚め」	
森林美奈子さん（長野県）

「ネコヤナギ」	
可児芳春さん（岐阜県）

「
ラ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
」

原
田
妙
子
さ
ん
（
岡
山
県
）

「
菊
華
輝
姿
」	

大
矢
信
吾
さ
ん
（
愛
知
県
）

「
純
白
の
花
嫁
」

松
田
夕
香
さ
ん
（
兵
庫
県
）

「
か
わ
い
い
妹
で
す
」

皆
川
功
さ
ん
（
新
潟
県
）

「
幽
玄
の
美
」	

林
田
弘
行
さ
ん
（
広
島
県
）

秋山庄太郎「花」写真コンテスト2013

秋山庄太郎「花」写真コンテスト協賛：秋山写真工房、秋山庄太郎記念芸術文化振興協会、秋山
庄太郎写真芸術館、秋山庄太郎写真芸術協会、NPO法人	フォトカルチャー倶楽部、有限会社イ
マジン・アートプランニング、オリンパスイメージング株式会社、カシオ計算機株式会社、カメ
ラのキタムラ、キヤノンマーケティングジャパン株式会社、株式会社ケンコー・トキナー、株式
会社新東通信、株式会社スリーノーマン､ ソニーマーケティング株式会社、株式会社ニコンイメ
ージングジャパン、パナソニック株式会社、富士フイルムイメージングシステムズ株式会社、マ
ルコメ株式会社、リコーイメージング株式会社（敬称略）

畠山陽子（北海道）
大道寺市三郎（山形県）
松延洋子（茨城県）
堀井憲（茨城県）
松本フミ子（栃木県）

土谷聡志（埼玉県）
芥川宣行（埼玉県）
髙橋恵子（埼玉県）
菊池雄介（埼玉県）
幕田範之（千葉県）

伊藤昇司（千葉県）
赤穂一樹（東京都）
宮坂幸輝（東京都）
矢島勲（東京都）
依田淳逸（東京都）

※敬称は略させていただきました。

「金色に咲く」
清水三喜男さん（滋賀県）

「秋彩（しゅうさい）の庭」	
清家道子さん（福岡県）

「花模様」	
森田昭代さん（福岡県）

「早春」
塚本元さん（大阪府）

「朝日の中で」
大西展子さん（福岡県）

「花のあるブルージュの水景」	
大和遼さん（福岡県）

「フラダンス桜」	
佐藤二郎さん（三重県）

「フジのタイムトンネル」	
委細哲也さん（福岡県）

「チューリップ畑」
小寺澤啓司さん（兵庫県）

「みぃ～つけた」
清水舞子さん（福岡県）

「決闘」	
河野純一さん（鹿児島県）
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前後左右に動いたり、光を待ったりする 準特選

「渓谷の一輪」
石原義信さん（東京都）

「
か
わ
い
い
妹
で
す
」

皆
川
功
さ
ん
（
新
潟
県
）

「
幽
玄
の
美
」	

林
田
弘
行
さ
ん
（
広
島
県
）

「優しさにつつまれて」
舘弘美さん（東京都）

「ワイングラス」
中島保子さん（千葉県）

「春の歓び」	
山本幸子さん（東京都）

「可憐」
小坂明さん（群馬県）

「渓流を飾る」
川田武男さん（栃木県）

「流れにシンクロ」
田宮与四郎さん（栃木県）

「常夏のマーメイド」	
山田信一さん（東京都）

「水鏡の精」	
繁山高一さん（東京都）

「艶めく（つやめく）」	
大津秀則さん（青森県）

「春に誘われ」	
岩崎潔さん（宮城県）

「陽春」	
谷口晃さん（神奈川県）

「語らい」	
坂巻富志子さん（神奈川県）

「清流に咲く」
阿部立子さん（埼玉県）

「ダリア」
松本三男さん（東京都）

「清楚に咲く」
巻島秀男さん（埼玉県）

「天高く」
塩浜郁夫さん（北海道）

「はじける陽光（紫陽花）」
井村敏也さん（茨城県）

「環境改善」	
丸森勝造さん（茨城県）

「熊凱草の森」
神久文江さん（埼玉県）

木村和美（東京都）
渡部貞則（東京都）
谷山誠四郎（東京都）
鈴木芳江（東京都）
内藤健一（神奈川県）

入選
小柴宗子（神奈川県）
上條正博（長野県）
植木勤（長野県）
宮島順子（長野県）
渡辺隆（新潟県）

髙野格（新潟県）
風間ヤヨエ（新潟県）
中林重英（新潟県）
田中博子（新潟県）
川合久司（岐阜県）

光田美恵子（愛知県）
浅井十像（愛知県）
道家晴規（愛知県）
早川和宏（京都府）
中根敏之（京都府）

国政寛（大阪府）
坂本昭雄（大阪府）
楠本安男（大阪府）
三谷浩（兵庫県）
入間川明雄（兵庫県）

宮本康雄（岡山県）
沖山徹（広島県）
宮下武博（香川県）
浅田千代子（高知県）
川島保子（福岡県）

木下泰子（福岡県）
村岡都佳子（福岡県）
首藤儀一（大分県）
田辺紀子（大分県）
川畑雅代（鹿児島県）

※順不同
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写真展開催に
いくら必要なの？

「楽しみながら写真を撮る」がモットー

第2回 東京デジタルフォトクラブ写真展
2013年11月21日（木）～11月27日（水）
私たちは「楽しみながら写真を撮る」をモットーに、
2011年12月に活動をスタートしました。60～90歳の仲間
が集い、月に3回の関東散策、年に1～2回は全国を周っ
て撮影しています。

風
花
の
会 

写
真
展

「
そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い
」

2
0
1
４
年
３
月
27
日
（
木
）
〜
４
月
２
日
（
水
）

小
松
毅
史
先
生
主
催
の

「
風
花
の
会
」
よ
り
、
創
作
講

座
で
指
導
を
受
け
て
い
る
女

性
７
人
の
作
品
展
で
す
。
風

景
や
花
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
ひ

と
り
５
点
の
作
品
を
展
示
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
あ
ふ
れ
た
写
真
が
そ
ろ
い

ま
し
た
。
そ
の
雰
囲
気
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い。

○3月13日（木）～3月19日（水） 　 第1回　フォトクラブ瞬彩写真展「瞬光明彩」

○3月20日（木）～3月26日（水） 　 柿の種写真展「私のお気に入り」

○3月27日（木）～4月2日（水） 　　 風花の会 写真展「それぞれの出会い」

○4月3日（木）～4月9日（水） 　　 第25回　UPC写真展

○4月10日（木）～4月16日（水） 　 第6回　NK-5写真同好会作品展

○4月17日（木）～4月23日（水） 　 365日フォトコンテスト2013春夏

○4月24日（木）～5月7日（水） 　　 読売新聞写真部企画展

○5月8日（木）～5月14日（水） 　　 第8回　CAMARADE写真展

○5月15日（木）～5月21日（水） 　 第19回　幸友フォトクラブ写真展

○5月22日（木）～5月28日（水） 　 第5回　EP会写真展

○5月29日（木）～6月4日（水） 　　 星 欣男　写真展

○6月5日（木）～6月11日（水） 　　 第28回　4字成句写真展 古希同人

計：405,000円　

フォトギャラリーキタムラ 東京・新宿の 今後の予定

撮った写真をアルバムにまとめませんか。イヤーアルバムなら１年間の思い出を簡単に一冊に。詳しくは→P20

いざ写真展を開こうと思ったとき、心配なのが「い
くらかかるか」ですよね。ここではフォトギャラ
リーキタムラ東京で10人で写真展を開いた場合
の予算をご紹介しましょう。写真仲間と一緒にグ
ループ展を開いて日頃の成果を発表しませんか。

120,000円

4PW以下   1枚　4,000円～
半切　　　1枚　6,000円～
全紙　　　1枚　9,000円～

四つ切り～全紙　1枚　3,000円
❷額装代

キャプション 1枚　500円
あいさつ文 1枚　2,000円

❹その他

❶出展料

❸プリント料金

※1週間（6日間）開催の場合

※光沢プリントの場合

※額レンタル料＋裏打＋飾り付けをした場合

※6日間開催、半切写真30枚、キャプション付きの場合

テーマは「伝えていきたい日本の心」

スロー写真大賞写真展
2013年12月19日（木）～12月27日（金）
スロー写真大賞とは、スローネットが主催するシニアを対象
とした写真コンテストです。今回のテーマは「伝えていきたい
日本の心」。文化、風俗、伝統、自然、暮らしなどを、シニ
ア独自の視点で撮影した作品が展示されました。

フォトブックサービス中

※カメラのキタムラに注文した場合

大阪府豊中市西緑丘3-10-7 
カメラのキタムラ豊中・豊中店2F
☎06-6855-6645
10:00-20:00
※写真展最終日は15:00まで
定休日／年中無休（年末年始は除く）

フォトギャラリーキタムラ
 大阪・豊中 国道171号線

至池田 中央環状線

野畑小学校● ●はるやま

●GS
●バス停野畑小学校前

北
大
阪
急
行

至
箕
面
　
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

至
大
阪
市

大阪モノレール

P★

千里中央駅

千
里
中
央
駅

新
御
堂
筋

小路駅
フォトギャラリーキタムラ 東京・
新宿では、ギャラリーをご利用
のグループに、展示した写真や
記念写真をまとめたフォトブッ
クを一冊プレゼントしています。

東京都新宿区新宿1-2-6 御苑花忠ビル１F
☎03-3341-7577 http://kitamura.jp/photogallery/
10:00-18:00（土曜日11:00-17:00）
※写真展最終日は15:00まで 　定休日／日・祝祭日

フォトギャラリーキタムラ 東京・新宿
新宿通り

●
１
出
口

●花屋

新宿御苑

●2出口至新宿
丸ノ内線

至四ッ谷

●ローソン

★

新宿御苑前駅
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人の動きや感情を表現

第14回 レディース写真展
2013年10月31日（木）〜11月6日（水）
レディース写真展も第14回目を迎えました。今回のテーマは
「動」です。それぞれがイメージする「動」は少しずつ違いま
すが、人の動きや感情を写真で表現して、見る人の心を動
かす写真展が開催できました。

風
花
の
会 

写
真
展

「
そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い
」

「
柿
の
種
」
は
柿
本
完
二
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
い
て
い
る
写
真
同
好
会
で
す
。

今
回
、
第
1
回
の
写
真
展
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
を
限
定
せ

ず
、「
私
の
お
気
に
入
り
」
を
展
示
。

私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
お
気
に
入
り
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
４
年
３
月
20
日（
木
）～
３
月
26
日（
水
）

2
0
1
４
年
３
月
13
日（
木
）～
３
月
19
日（
水
）

柿
の
種
写
真
展

「
私
の
お
気
に
入
り
」

風
景
や
花
な
ど
個
性
に
あ
ふ
れ
た

写
真
と
雰
囲
気
を
楽
し
む

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
タ
ム
ラ
東
京
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

２
０
１
０
年
に
創
立
し
た
「
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
瞬
彩
」
が
、
初
め
て
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
私
た
ち
は
写
真
愛
好
家
を

中
心
に
結
成
し
た
会
で
、
秦
達
夫
先
生

の
指
導
の
も
と
で
、
写
真
技
術
の
向
上

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
タ
イ
ト
ル

は
「
瞬
光
明
彩
」。
四
季
の
自
然
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
1
回 

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

瞬
彩
写
真
展「
瞬
光
明
彩
」

今
後
の
予
定

写真撮ったら発表してみませんか。PCCが「なかま展」の作品を募集しています。詳しくは→P32

少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
、
新
し
い
季
節
は
も
う
目
の
前
で
す
ね
。
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
タ
ム

ラ
東
京・
新
宿
で
は
、
今
後
開
催
さ
れ
る
予
定
の
注
目
の
3
展
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

すてきな写真を楽しく撮る

第20回 フォト燦写真展
2013年11月14（木）〜11月20日（水）
私たちは「カメラのドイ」カルチャー教室修了者によって
結成された集団です。すてきな写真を楽しく撮ることを
目標に、撮影会や研究会を実施してきました。おかげさ
まで、今年も20回目の写真展を開催できました。

「原種らん」の記録を残す

田村正次写真展「原種らん『カトレヤ』…女王の誘惑…2013」
2013年11月7日（木）〜11月13日（水）
人類が誕生する遥か以前に誕生し、独自の進化を遂げて
いる花「ラン」。近年は環境変化により、その数が減少し
ています。だからこそ記録に残していきたいと思い、選り
すぐりの35作品を展示しました。

楽しく花を撮り続ける

第13回 はなの会
2013年11月28日（水）〜12月4日（水）
徐々にメンバーも減少しつつある中、新しい仲間も加わり、
楽しく花を撮り続けています。自分たちの作品を持ち寄
り、児島昭雄先生にアドバイスをいただき、その成果を
展示しました。

風景からスナップまで全30点

第15回 キヤノンフォトクラブ東京第6写真展
2013年12月5日（木）〜12月11日（水）
日頃の撮影会、自主撮影で撮りためた作品の中から、会
員が各１点を選んで出展しました。風景からスナップま
で幅広く撮影し、全30点の多様な作品がそろいました。

心を足しあって支えあう

第12回 くらんぼーんCLUB写真展
2013年12月12日（木）〜12月18日（水）
テーマは「こころたす」。ひとりひとりの心を足しあって、みん
なで支えあえるような社会にしたいという思いからきまし
た。写真展で販売した本と募金の収益で、東日本大震災
によって両親を亡くした子どもたちの支援をしました。

Thanks for Coming 見る人の心を動かす
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